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令和元年１２月２６日、多摩川下流部左岸・多摩川下流部右岸・多摩川上流部大規模氾濫減災協議会、多摩川流

域協議会、多摩川下流部減災対策部会は、令和元年台風第 19 号において甚大な被害が発生した多摩川流域にお

ける今後の 治水対策の方向性として、関係機関が連携し「多摩川緊急治水対策プロジェクト【中間とりまとめ】」をと

りまとめました。 

令和元年１０月多摩川流域の水害を踏まえた「多摩川緊急治

水対策プロジェクト【中間とりまとめ】」を発表しました。
～地域が連携し、河川における対策、流域における対策、

ソフト対策の組合せにより社会経済被害の最小化を目指す～

「多摩川緊急治水対策プロジェクト【中間とりまとめ】」の概要
○以下の 3つを柱として取り組んでいきます。 

① 被害の軽減に向けた治水対策の推進（河川における対策） 

② 地域が連携した浸水被害軽減対策の推進（流域における対策） 

③ 減災に向けた更なる取組の推進（ソフト対策） 



RCM 事務局より

令和２年となりました。あらためまして、本年もよろしくお願いいたします。この冬は、冬らしくない天気の日が多くなっているようです。冬型

の気圧配置が長続きせず、日本列島に寒気が居座らず、本州付近を低気圧が度々通過しているため、空気の乾燥も控えめなようです。そのためか、

東京都・神奈川県では昨年同時期に比べインフルエンザの感染者数も少なくなっているようです。だからといって油断せず、手洗い、うがいなどを

心がけ、感染にご注意ください。                                         RCM 事務局 松本 

多摩川下流分科会 榛澤様 

 私の大好きな、丸子橋下 田園調布公園 
 10月12日台風19号の土砂がまだ残り、ベンチや看
板が流されたまま、お砂場は立ち入り禁止のロープが
あり、京浜河川事務所田園調布出張所前の土手は流
されビニールシートで覆われ無残な姿です。 
九州宮崎県で採取した稚魚を千葉県香取市小見川
町の養魚場で、約 25～30 ㎝までに育てた鰻 10 ㎏約
200 匹を、大きく育って、資源を増やして、と願い丸子
橋下の多摩川に放流しました。 
絶滅危惧種の鰻を毎年放流しておりますが、カワウ
が、うなぎを捕まえ食べるのを見ると、何とも悔しい限
りです。 

第１０期リバーシビックマネージャーの皆様には、既に 
ご案内をお送りしていますが、令和元年度第２回目の分科 
会を２月～３月にかけて開催します。 
河川のモニタリング等、貴重な情報をお寄せいただいてい 
るＲＣＭのメンバーと河川管理者の意見交換の場を設ける 
ことにより、ＲＣＭからの活動報告・情報提供、河川管理 
者側からの情報提供、これらを通じ河川管理上の問題点等 
を河川管理者・ＲＣＭ双方で考える場としたいと考えてい 
ます。是非ご参加下さい。 

浅川分科会 齋藤様 

１．湧水流量調査 
場所：萩原橋上流側堤外水路、平岡排水桶管部、 
川口川と浅川合流地造成ワンドの３箇所 

日時：１２月１０日（火） 10 時～12 時 
参加者：４名 （八王子中央地区環境市民会議 

かわ部会） 
①右岸萩原橋上流側堤外水路： ６２．２ℓ／秒 
＊台風 19号の影響で堤外水路の湧水集水管出 
口部は完全に土砂で塞がっていたので、事前に 
土砂の除去を行った。 
②右岸平岡排水桶管部： ５９．５ℓ／秒 
③川口川と浅川合流地造成ワンド（湧水溜り化）： 
７ℓ／秒 
＊台風 19号の影響で造成ワンドは土砂で埋もれ、
湧水集水管出口部も確認出来ない状況で、事前
に土砂の除去を行った。 


